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トキは「国
こくさ い

際保
ほ ご

護鳥
ちょう

」に指定され、日本では特
とくべ つ

別天
てんね ん

然記
き

念
ねん

物
ぶつ

になっています。日本生まれの
トキはすでに絶

ぜつ

滅
めつ

し、世界でも絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

種
しゅ

として保
ほ ご

護されるべき鳥とされています。
トキは、なぜ絶

ぜつ

滅
めつ

の道をたどることになったのでしょうか。人間の生活が豊
ゆた

かになり、自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

が変
へん

化
か

したことも原
げんい ん

因の一つですが、それよりも前に、トキは意
い

外
がい

な理由でその数を減
へ

ら
していったことがわかっています。
ここでは、トキがなぜ滅

ほろ

んでしまったのか、その理由を明らかにし、トキを野生にかえす取
り組みの参

さんこ う

考にしていけるよう、みなさんで学び、考えていきましょう。

トキは、現
げんざ い

在は日本の野鳥のシンボルとして知られていますが、もともとはロシアの東部や朝
ちょう 

鮮
せ ん

半
は ん

島
と う

、中国、日本など、東アジアの広い地
ち

域
いき

に生息していました。記
き

録
ろく

によると、19世紀後半、
夏にはロシアや朝

ちょう 

鮮
せ ん

半
は ん

島
と う

北部にいて、冬になると越
え っ

冬
と う

のために朝
ちょう 

鮮
せ ん

半
は ん

島
と う

南部へ渡
わ た

る大
たいぐ ん

群のトキが
いたことがわかっています。20世紀前半までは、トキはサギやコウノトリとともに、ふつうにみ
られる野鳥のひとつだったのです。
日本でも、江戸時代の記

き

録
ろく

に、ごくありふれた野鳥として登場します。北海道から中国地方まで、
日本全国に生

せいそ く

息している鳥でした。江戸時代には、トキを狩
し ゅ

猟
りょう

でつかまえてはいけないという決
まりもあり、明治時代に入る前は、今からは想

そうぞ う

像もつかないくらいたくさんのトキが、日本の空
を舞

ま

っていたのです。
明
めい

治
じ

時代の初
はじ

めごろ、日本をおとずれたイ
ギリスの外交官

かん

、アーネスト・サトウは、「ト
キは東

とう

京
きょう

周
しゅう

辺
へん

では珍
めずら

しい鳥ではない」と記
しています。たくさんのトキが、朝夕に空を
飛
と

び交
か

っていた当時の日本の風
ふうけ い

景は、どんな
に美しかったことでしょう。

トキ（学名：Nipponia nippon）

コウノトリ目、トキ科、トキ亜
あ

科の鳥。

トキは「東アジアの鳥」
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昔はたくさん
いたんだね。

ロ　シ　ア

朝鮮半島

中　　国

18～20世紀に、本や研究者の記録などで確認された
トキの生息地（　のところ、日本以外）

ちょうせん はん  とうちょうせん はん  とう

き  ろく 　　　 かくにんき  ろく 　　　 かくにん

せいそくせいそく い がいい がい
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まりもあり、明治時代に入る前は、今からは想

そうぞ う

像もつかないくらいたくさんのトキが、日本の空
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京
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明
めい

治
じ

時代中ごろから大正時代（1890〜1920年ごろ）、日本の野生の動物たちにとって、もっ
ともおそろしい時代が到

とう

来
ら い

しました。江戸時代には禁
きん

止
し

されていた鉄
て っ

砲
ぽ う

を、一
い っ

般
ぱ ん

の人たちが持つこ
とができるようになり、とってお金になる生きものや、農業、林業に被

ひ

害
が い

を与える動物を乱
ら ん

獲
か く

する
ようになったのです。トキだけでなく、コウノトリやアホウドリ、ニホンオオカミなどの動物も、たっ
た30年ほどの間に絶

ぜ つ

滅
め つ

の危
き

機
き

にさらされたのです。1908年には、政
せい

府
ふ

から「狩
し ゅ

猟
りょう

に関する規
き

制
せ い

」が出され、トキは保
ほ

護
ご

鳥
ちょう

に指定されますが、このときにはすでに本州にいた大部分のトキが
絶
ぜ つ

滅
め つ

寸
すんぜ ん

前になっていました。1926年には、新
にいが た

潟県でトキは絶
ぜ つ

滅
め つ

してしまったと記
き

録
ろく

されています
（ただし、1931年に佐

さ ど が し ま

渡島で野生のトキが再
さい

発見されました）。
わたしたちは、トキが絶

ぜ つ

滅
め つ

した原
げんい ん

因を、つい「環
か ん

境
きょう

の悪
あ っ

化
か

」のせいだと思いがちですが、環
か ん

境
きょう

問題が起こるずっと以
い

前
ぜん

に、乱
ら ん

獲
か く

のせいで絶
ぜ つ

滅
め つ

の危
き き

機にさらされたことは明らかなのです。

こうして、日本で野生のト
キが生

せい そ く

息する地
ち

域
いき

は、島
し ま

根
ね

県
の隠

お き の し ま

岐島、石
い し

川
か わ

県の能
の

登
と

半
は ん

島
と う

、
そして佐

さ ど が し ま

渡島だけになってし
まいました。隠

お き の し ま

岐島では
1945年に絶

ぜ つ

滅
め つ

、能
の

登
と

半
は ん

島
と う

で
は1970年に、残

のこ

っていた野
生のトキをすべて保

ほ ご

護のため
に捕

ほ

獲
か く

しました（全
ぜ ん

鳥
ちょう

捕
ほ

獲
か く

）。
佐
さ ど が し ま

渡島では、佐
さ ど

渡トキ保
ほ ご

護セ
ンターで長生きをした「キン」
が2003年になくなり、日本
で産

う

まれたトキは絶
ぜ つ

滅
め つ

してし
まいました。

野生のトキが狩
しゅ

猟
りょう

で乱
らんかく

獲されたおもな原
げんいん

因
①トキの美しい羽

う

毛
も う

が輸
ゆ

出
しゅつ

品になった
“朱

と

鷺
き

色
い ろ

”という名前がつくほどの美しい色をしたトキの羽毛は、羽
は ね

ほうきや、釣
つ

りに使う毛
け

針
ば り

、かざり

などに加工するととても美しく、外国の人々にとても好まれました。明
め い

治
じ

になって開
か い

国
こ く

したばかりの日本に

とって、外国からほしがられる品物は重
じゅう

要
よ う

な輸
ゆ

出
しゅつ

品となりました。

②田んぼを荒
あ

らす鳥だと誤
ご

解
か い

された
トキが田んぼを荒

あ

らす「害
が い

鳥
ちょう

」だとして、農作業をする人々からいやがられたと、語
か た

り継
つ

がれていました。

ただし、トキは稲
いね

を食べてしまうわけではなく、田んぼにいるドジョウやオタマジャクシなどを食べようと

して植えたばかりの稲を踏
ふ

みつけることがあったからだと考えられます。

③トキを食べていた!?
昔は、トキの肉を食べていました。赤ちゃんを産

う

んだばかりのお母さんや、冷
ひ

え性
しょう

の人によいといわれ、

鍋
な べ

物
も の

の材
ざ い

料
りょう

にされることがあったのです。

石川県　能登半島
1970年　全鳥捕獲後、絶滅

佐渡島
1981年　全鳥捕獲後、絶滅

野生のトキが最後に
生息していたところ

島根県　隠岐島
1945年　絶滅

佐渡島
1981年　全鳥捕獲後、絶滅

石川県　能登半島
1970年　全鳥捕獲後、絶滅

しま   ね　   お き の し ましま   ね　   お き の し ま

いし  かわ    の    と   はん   とういし  かわ    の    と   はん   とう

さ ど が し まさ ど が し ま

ぜつ めつぜつ めつ

ぜんちょう  ほ  かく　      ぜつ めつぜんちょう  ほ  かく　      ぜつ めつ

ぜんちょう  ほ  かく　      ぜつ めつぜんちょう  ほ  かく　      ぜつ めつ

さい   ごさい   ご

野生のトキが減
へ

ってしまった原
げんいん

因
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トキは肉
に く

食
しょく

性
せ い

の鳥です。トキのえさになるのは、
ドジョウやカジカなどの小さい魚、サワガニやヤ
マアカガエル、アカハライモリ、クロサンショウ
ウオ、ゲンゴロウなど、さまざまな水

みず

辺
べ

の動物が
中心です。
おもしろいことに、トキは水

みず

辺
べ

の動物をえさに
していながら、水

みず

辺
べ

で行動するのが苦
に が

手
て

な鳥です。
水が深いところや水の流れが速いところではうま
くえさをとることができません。また、草やぶや
深い森に入ってえさをとることもできないので、
トキがえさをとるところは、川のまわりの湿

し っ

地
ち

（水
たまり）や、草の背

せ

たけが低いところなどに限
かぎ

ら
れてきます。
日本では米づくりがさかんになるにつれて、湿

しっ

地
ち

を埋
う

め立てて耕
こう

地
ち

にしたり、大きな川でははんらん
を防

ふせ

ぐために治
ち

水
すい

工事が行われました。これによっ
て、トキがえさを十分にとれる場所は、山にある棚

たな

田
だ

や、そのまわりにある用
ようすい

水路
ろ

、川やため池などへ
かわっていったのではないかと考えられています。

里山も、トキにとって重
じゅう

要
よう

な役
や く

割
わ り

を果
は

たしてきました。水
みず

辺
べ

の動物た
ちは、棚

たな

田
だ

や用
よう す い

水路
ろ

、川やため池と、
里山の森林を移

い

動
どう

しながら生活しま
す。里山は薪

ま き

や炭
す み

をつくったり、堆
た い

肥
ひ

をつくるために人が多く利
り

用
よう

して
いました。適

て き

度
ど

に木が伐
ば っ

採
さ い

されて、
森の中の環

かん

境
きょう

が維
い

持
じ

されていたこと
で、水

みず

辺
べ

の生きものが生活しやすい
ところになり、そこはトキにとって
もえさがとりやすく、また巣

す

やねぐ
らにしやすい場所になったのです。
しかし、棚

たな

田
だ

や里山も、日本の高
度経

けい ざ い

済成
せい

長
ちょう

とともに使われることが
少なくなり、水

みず

辺
べ

や森の環
かん

境
きょう

が変
へん

化
か

してしまいました。結
けっ

果
か

的
てき

に、トキ
が生活しやすい最

さい

後
ご

の場所であった
棚
たな

田
だ

や里山が荒
こ う

廃
は い

していったことが、
野生のトキを絶

ぜつ め つ

滅に追いやることに
つながっていったのです。

トキのえさになる動物たち

　ドジョウ

　ヤマアカガエル

　シャープゲンゴロウモドキ

　クロサンショウウオ

　アカハライモリ

　サワガニ

「里山の鳥」トキ
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毛
も う

が輸
ゆ

出
しゅつ

品になった
“朱

と

鷺
き

色
い ろ

”という名前がつくほどの美しい色をしたトキの羽毛は、羽
は ね

ほうきや、釣
つ

りに使う毛
け

針
ば り

、かざり

などに加工するととても美しく、外国の人々にとても好まれました。明
め い

治
じ

になって開
か い

国
こ く

したばかりの日本に

とって、外国からほしがられる品物は重
じゅう

要
よ う

な輸
ゆ

出
しゅつ

品となりました。

②田んぼを荒
あ

らす鳥だと誤
ご

解
か い

された
トキが田んぼを荒

あ

らす「害
が い

鳥
ちょう

」だとして、農作業をする人々からいやがられたと、語
か た

り継
つ

がれていました。

ただし、トキは稲
いね

を食べてしまうわけではなく、田んぼにいるドジョウやオタマジャクシなどを食べようと

して植えたばかりの稲を踏
ふ

みつけることがあったからだと考えられます。

③トキを食べていた!?
昔は、トキの肉を食べていました。赤ちゃんを産

う

んだばかりのお母さんや、冷
ひ

え性
しょう

の人によいといわれ、

鍋
な べ

物
も の

の材
ざ い

料
りょう

にされることがあったのです。

石川県　能登半島
1970年　全鳥捕獲後、絶滅

佐渡島
1981年　全鳥捕獲後、絶滅

野生のトキが最後に
生息していたところ

島根県　隠岐島
1945年　絶滅

佐渡島
1981年　全鳥捕獲後、絶滅
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1970年　全鳥捕獲後、絶滅
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野生のトキが減
へ

ってしまった原
げんいん

因
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